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本日の内容
1. オンライン授業の功罪
2. これまでの工夫
3. 改善点・反省点
4. 今後の展望



1. オンライン授業の功罪



メリット
① イメージを共有しやすい

すぐに視聴可能＋見やすい



メリット
② 登校へのハードルが下がる

授業を欠席

内容が分からなくなる

出席できても授業についていけない

これまで



メリット
② 登校へのハードルが下がる

Zoom授業に参加

内容をある程度理解できる

登校後も授業についていける

今



メリット
③ 公欠の生徒も授業が視聴できる

土曜日は公欠が多い

録画した授業を視聴

月曜の授業もついていける



メリット
④ 対面授業のハイブリッド化

ＺＯＯＭの画面共有の機能を使用
⇒プロジェクターを使用せずとも

画面や動画を視聴できる



メリット
④ 対面授業のハイブリッド化
イメージ図

文章が長いもの

計算式など…板書

…ZOOMの画面共有



メリット
④ 対面授業のハイブリッド化





メリット
④ 対面授業のハイブリッド化



デメリット
① 目の負担が大きい

⇒７限web授業が連日続く
場合は休み時間を多めにとる



デメリット
② 学校の方が集中できる
③ 友人と会えない

⇒オンラインのお楽しみ会
などを定期的に開催する



デメリット
④ 習熟度の低下



デメリット
④ 習熟度の低下

机間巡視

内容理解の段階を把握

解説内容を再構成できる



2. これまで行ってきた
効果的な工夫



① PMTMの提出



生徒と教員の毎日のつながりを持つ



② アサイメントでの課題提出





③ その週の課題一覧を作成

各教科の毎日の課題を
毎週金曜に発信した



④ ＦＯＲＭＳ(クイズ)での
確認テスト実施

すぐに正答率
が分かる

状況に合わせた
授業を展開できる



⑤ 実験動画の作成

具体的な操作

色の変化

失敗例



⑥ ＺＯＯＭ自学

７時学・９時学の実施

９時学は毎日３０名程の生徒が参加した



⑦ 補助を付けトラブル管理

WEBに入れていないなどのトラブルを回避



⑧ レクリエーションのZOOM実施



⑧ レクリエーションのZOOM実施



3. 要改善・反省点



① 授業に良い緊張感を持たせる

自宅だと集中力が低下してしまう

⇒ラリーが少ないと集中力低下

・質問を多めに行う

・生徒からの質問コーナーの設置



② 生徒に合った授業展開

理解度の空気感が読みとりにくい

・FORMSのクイズの利用

・リアクションを取ってもらう



4. 今後の展望



① 対面授業のハイブリッド化

・画面共有を用いた授業展開



② 授業動画のストックを作る

・全学年の授業内容をすべて動画で
視聴できるようにする
⇒自主学習用に利用
⇒予習用にも利用できる？



③ 海外の授業に参加

・zoomを用いて
海外の授業に参加するなど
新たな交流校との取り組み


